
「脱施設化」のスロ－ガンは、理念の方向性

９／１５（木）の朝日新聞「私の視点」欄に、日本自閉症協会長が「◆自閉症 入所施

設活用した支援を」の投稿（３ に添付：参照）が載っていた。P

記事の趣旨は「協会はノ－マライゼ－ションの推進に取り組んできたが、脱施設化の風

潮は、自閉症児・者への支援に悪影響を及ぼし、懸念を覚える」といいたいよう。

「ノ－マライゼ－ション」という理念は 「我が子がなぜ家族と一緒に地域で暮らせな、

いのか？」という親の素朴な疑問から出発した。

理念の方向に、各関係機関・者（親も含め）が互いに当事者の視点から検証し合い、連

携し、努力することこそ、なすべきこと。

会長という立場の人が、理念とその方向性を、この程度の理解・意識では……と思いな

がら読んだ。

更に気になったのは 「現在の、入所施設への援助を減らす政策は、頑張って働いてる、

施設の専門支援員たちの気力をそいでいるため、自閉症の人や家族の生活も実際に不安定

にしている 」の記述。。

脱施設化のスロ－ガンが、どうして「気力をそいでいる」ことになるのでしょうかね。

現職時代、カッコをつけて「この仕事の理想は、施設の必要性がなくなり自分が失業する

こと」と云っていた自分には、この記述の意味がさっぱり解らない。

私なりに云えば、周りの状況変化で直ぐに気力が萎えるようでは、障害児・者問題に寄

り添い、常に彼らの視点で自らを検証しつつ付き合い切る覚悟のある真のプロとは云えな

いと思えるのだが…。

確かに、家庭環境、障害状況、行動様式、等々の問題から、どうしても入所施設で、あ

、 、 。 、る期間 専門支援者が係わる必要のある方は いつの時代にもいるかもしれない しかし

施設処遇でいいかは、常に検証されなくてはならないと思う。

「 」 、 「 」 、脱施設化 は 何も 入所施設を問題視したり無用の長物 と云っているのではなく

入所施設で過ごす方々が極力少なくて済む社会の検証・構築への方向性こそが 「脱施設、

化」というスロ－ガンの意味だと自分は思っている。

施設利用者と直接係わり合う専門職としての取り組みから得た当事者の視点からのノウ

ハウを、家族、地域へ還元・発信してこそ 「障害者も地域で普通に暮す」という方向性、

の具体案を提起できるし、政策作りに繋がるというもので、これは施設職員として従来か

ら持つべき当然の姿勢と思う。まだまだ課題山積で、ファイトが湧く！と思えるのだが…

…。

P追伸：自閉症協会長の新聞投稿記事を読んだメル友からのコメントを、参考までに２

に添付します。
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自閉症協会長の新聞記事を読んでのメル友からのコメント

①早速朝日を読みました。

本当にがっかりする文です。

トップがこうだから 「だから自閉症協会は」といわれるのです。、

「自閉症は特別な訓練をし、なおらなければ（治ることは無い）特別な場で暮らす」と

いう、閉鎖的な教育指導が、強度行動障害と言う問題行動を作っているのに、どうして専

? ?門家（本当にそうかな ）は気がつかないのでしょうか

ノーマライゼーションに逆行することを言うから、特別視されてしまいます。

、 「 」 。自閉症協会を変えなければ 日本国民の 心のバリアフリー の実現は到来しませんね

本当にがっかりです。

若いお母さんたちは自閉症協会には幻滅するでしょうね。

さぁどうしたら自閉症協会はかわるかなぁ。

朝日新聞に投書しようかな （そしたら親の会から破門かな？）?

②今、コピーしてきましたが、最初のパラグラフを読んで、もう先を読む気がしなくなり

ました。

もし仮に非常に良心的かつ適切な対応をしている施設があるとします。

まあ、そういうところもあるのかもしれません。

、 、 、 （ ）しかし 多くは 不適切な対応により問題行動をこじらせ 施設に依存する障害児 者

と家族を作り上げてきたのではないでしょうか？

（この場合の施設は多く、自閉症を理解していなかった知的障害者施設ですが ）。

日本自閉症協会の会長たるものがこの程度の理解度、あるいは、心的レベルでは悲しい

ですね。

この会長が言う「民間自閉症施設」は宮城県にはあるのでしょうか？

全国的にはどうなのでしょう？

「施設の専門支援員」が地域での生活を援助するために施設の外に出たのか？

施設のなかだけでしか通用しない、専門家として仕事ができないのでは、それは本当に

専門職なのか？

まっとうな仕事をしているのであれば、施設の中での仕事はなくなっても、別の場所で

その専門的知識・技量・感性を必要とされるでしょう。

明石さんのような実例、本からでも、ご本人からでも、協会として、基本的な考え方か

らノウハウまで徹底的に研究し学んで実践・応用するべきです。

すでに年長となったひと、成人となったひとへの関わりへのヒントがいくらでも見つか

るでしょう。




